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千
両
箱

千
両
箱

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本

部
は
、
秋
の
交
通
安
全
運
動

（
９
月
21
日
か
ら
30
日
）に

合
わ
せ
て
大
田
市
に
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
12
基
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

９
月
24
日
、
大
田
市
役

所
を
訪
れ
た
同
地
区
本
部

の
川
上
隆
本
部
長
が「
地
域

の
交
通
安
全
の
た
め
に
、
是

非
と
も
ご
活
用
い
た
だ
き

た
い
」と
話
し
、
楫
野
弘
和

大
田
市
長
に
趣
意
書
と
目

録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

楫
野
市
長
は「
市
道
に
約

２
０
０
０
基
の
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
が
あ
り
、
老
朽
化
や

新
規
設
置
等
、
地
域
か
ら

の
要
望
も
多
く
、
計
画
的

に
整
備
し
て
い
き
た
い
」と

応
え
ま
し
た
。

地
域
の
交
通
安
全
に
継
続
貢
献

● 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
贈
呈
式

1
TOPICS

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
島
根
で

は
、
共
済
事
業
に
お
け
る
地

域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
地

域
の
交
通
事
故
防
止
活
動

に
寄
与
す
る
た
め
に
毎
年

継
続
し
て
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
県
内
各
市
町
村
へ
寄
贈

し
て
い
ま
す
。

楫野市長（左）に趣意書と目録を手渡す
川上本部長（右）

第
12
回
全
共
大
田
市
出

品
対
策
協
議
会
は
、
９
月

１
日
に
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地

区
本
部
で
、
第
４
区
繁
殖

雌
牛
群
の
部
の
出
品
者
で

あ
る
温
泉
津
町
和
牛
改
良

組
合
の
森
徳
行
さ
ん
、
二

柿
真
悟
さ
ん
、
厚
朴
邦
広

さ
ん
の
激
励
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

10
月
６
日
か
ら
鹿
児
島

県
で
開
催
さ
れ
る
和
牛
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
て

い
る
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
に
、
大
田
市
は
５
大
会

連
続
の
出
場
と
な
り
ま
す
。

同
協
議
会
会
長
の
楫
野

弘
和
大
田
市
長
が「
畜
産

は
大
田
市
の
基
幹
産
業
で
、

力
を
入
れ
て
き
て
い
る
。
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と

挨
拶
。
島
根
県
西
部
農
林

水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
の
錦

織
薫
所
長
、
島
根
県
議
会

の
生
越
俊
一
議
員
と
内
藤
芳

秀
議
員
、
大
田
市
議
会
の

小
林
太
議
長
も
エ
ー
ル
を

送
り
、
同
組
合
の
森
徳
行

組
合
長
が「
上
位
入
賞
を
目

指
し
て
頑
張
り
た
い
」と
応

え
ま
し
た
。

オ
オ
ダ
マ
ル
シ
ェ
で
Ｐ
Ｒ
販
売

● 

石
見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
組
合
、
大
田
市
ぶ
ど
う
生
産
組
合

2
TOPICS

第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
向
か
う

● 

温
泉
津
町
和
牛
改
良
組
合

3
TOPICS

９
月
４
日
に
大
田
町
で
開

催
さ
れ
た
地
元
の
事
業
者
・

飲
食
店
の
出
店
や
雑
貨
等

の
物
販
を
行
う
オ
オ
ダ
マ
ル

シ
ェ
で
、
石
見
銀
山
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
生
産
組
合
と
大
田
市

ぶ
ど
う
生
産
組
合
が
、
Ｐ
Ｒ

販
売
を
行
い
ま
し
た
。

両
生
産
組
合
の
ブ
ー
ス

は
並
ん
で
設
置
さ
れ
、
石

見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
Ｐ

Ｒ
す
る
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
の
ぼ
り
と
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
で
ア
ピ
ー
ル
。
会
場
入
り

口
か
ら
一
番
目
立
つ
ブ
ー
ス

で
、
用
意
し
た
15
ｋｇ
の
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
と
レ
ト
ル
ト
ス
ー

プ「
野
菜
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
」

は
、
間
も
な
く
完
売
し
ま
し

た
。一

方
、
大
田
市
ぶ
ど
う

生
産
組
合
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
と
藤ふ

じ

稔み
の
り

を
お
得
な

「
粒
の
ま
ま
パ
ッ
ク
に
詰
め

放
題
」で
は
、
試
食
も
行
い

な
が
ら
販
売
。
今
が
一
番
甘

い
と
好
評
で
、
用
意
し
た
７

ｋｇ
は
間
も
な
く
完
売
し
ま

し
た
。

両
組
合
で
は
、
出
荷
の
最

盛
期
と
な
る
こ
の
季
節
、
県

外
市
場
は
元
よ
り
地
元
で

も
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
の
中

止
が
相
次
ぐ
中
、
地
域
の
繋

が
り
を
活
か
し
た
販
売
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

出品者・関係者・地域の皆さんで記念撮影
（10月3日、温泉津町井田で行った全共出発式）

同協議会の熊谷直道副会長による
ガンバロー三唱
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Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本

部
は
、
９
月
16
日
と
30
日

に
Ｊ
Ａ
講
座『
菜
根
館
』の

４
回
目
を
開
催
し
、
32
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
か
ら
熊
谷
家
の

歴
史
や
炊
事
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
た
後
、
受
講
生

は
薪
割
り
や
食
材
の
準
備
、

火
の
当
番
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
に
分
か
れ
、
か
ま
ど

か
ら
立
ち
上
が
る
煙
が
室

内
に
充
満
す
る
中
、
目
の

痛
み
に
耐
え
汗
と
涙
を
流

し
な
が
ら
、
ご
飯
と
味
噌

汁
、
焼
き
魚
を
作
り
ま
し
た
。

受
講
生
は「
毎
回
こ
ん
な

に
大
変
だ
っ
た
ら
、
ご
飯
を

作
る
こ
と
が
お
っ
く
う
に
な

る
」「
昔
の
炊
事
は
大
変
だ
」

な
ど
と
感
想
を
述
べ
な
が

ら
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
ご

飯
を
美
味
し
そ
う
に
食
べ

て
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
産
米
検
査
始
ま
る

● 

収
穫
の
秋
ス
タ
ー
ト

4
TOPICS

大
田
の
宝
は
世
界
遺
産
～
石
見
銀
山
遺
跡
研
修
会（
か
ま
ど
体
験
）～

● 

素
敵
な
シ
ニ
ア
の
為
の
Ｊ
Ａ
講
座
『
菜
根
館
』

5
TOPICS

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本

部
は
９
月
６
日
、
久
手
町

の
刺
鹿
米
倉
庫
に
お
い
て
、

令
和
４
年
産
米
の
米
検
査

を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
検
査
員
等
23
名
が
参

加
し
、
検
査
手
順
を
申
し

合
わ
せ
た
後
、
７
４
９
袋
の

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
つ
や
姫
等
の

検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

同
地
区
本
部
の
川
上
隆

本
部
長
は「
地
域
農
家
の
皆

様
が
丹
精
込
め
て
生
産
し

た
良
質
米
を
１
袋
で
も
多

く
出
荷
し
て
い
き
た
い
」と

挨
拶
。
本
年
は
、
例
年
よ

り
長
い
梅
雨
晴
れ
や
７
月

の
大
雨
、
そ
の
後
の
高
温

等
を
乗
り
越
え
て
の
収
穫

と
な
り
、
今
後
の
天
候
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。

同
地
区
本
部
の
令
和
４

年
産
米
検
査
は
、
管
内
５

箇
所
の
検
査
場
で
12
月
末

ま
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。米検査の様子

説明を受ける受講生かまどで調理する様子

年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
!!

年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
!!

雲南市加茂町宇治 303

第13回 中古農業機械

大展示会
島根県中古農業機械

大展示会
島根県

11/11
9:00～15:00

雨
天
決
行

雨
天
決
行開催日 金 12

9:00～12:00
土

主催／JAしまね・島根県農業機械商業協同組合
協賛／島根県中古農業機械査定士協議会

当日スケジュール

11/11金

11/12 土

●9:00～
　抽選開始まで 自由投票

●15:00 終了
●9:00～12:00 終了

●10:30～
　抽選スタート
　抽選後～先着順随時契約宍

道
湖

国
道
9
号
線

↑
至
松
江

↑
至
大
東

至
出
雲
↓

至
出
雲
↓

至広島→柳橋 国道54号線

加茂B&G
海洋センター

宍道町

N

会場

JA 農業機械課　☎0854-82-8007お問い合わせ先

雲南市加茂文化ホールラメール
駐車場

会　　場

加茂文化ホール
ラメール
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このページは皆様のお便りが頼りです。

お便りお待ちしております♪ 読 者 コ ー ナ ー

石見銀山地区本部版

■
今
年
の
稲
刈
り
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
コ
ン
バ

イ
ン
も
は
ま
ら
ず
に
、
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。
サ

ル
が
稲
を
踏
み
倒
し
た
所
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ひ

と
ま
ず
は
ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

�

（
Ｓ
さ
ん
）

■
野
菜
作
り
を
し
た
経
験
も
な
く
、
農
業
の
こ
と

は
何
も
知
ら
な
い
私
で
す
が
、「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
び

よ
り
」を
毎
号
読
む
と
農
作
業
が
身
近
に
と
て
も

楽
し
そ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
私
も
プ
ラ
ン
タ
ー

か
ら
で
も
野
菜
を
育
て
て
み
よ
う
か
な
と
思
い
始

め
て
い
ま
す
。
さ
て
、
何
が
一
番
育
て
や
す
い
か

な
…
。�
（
Ｈ
さ
ん
）

■
久
し
ぶ
り
に
観
戦
す
る
小
学
１
年
生
の
孫
の
運

動
会
は
、
活
気
に
満
ち
て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
元

気
と
幸
せ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
と
２
人
の
孫

が
卒
業
す
る
ま
で
10
年
か
か
り
、
私
た
ち
夫
婦
も

80
歳
を
越
え
ま
す
。
元
気
に
観
戦
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
何
し
ろ
、
こ
の
孫
た
ち
に
は
、
労
力

と
手
間
暇
か
け
て
年
金
を
注
ぎ
込
ん
で
い
ま
す
か

ら
。�

（
Ｔ
さ
ん
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
４
回
目
接
種
で
、
夫
と

は
違
っ
て
副
反
応
無
し
。
畑
と
向
き
合
う
毎
日
の

元
気
な
私
。
年
中
無
休
で
す
。�

（
Ｔ
さ
ん
）

■「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
」を
毎
回
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
が
、
サ
ッ
と
で
き
る
と
き
も
あ
り
ま

す
が
、
な
か
な
か
出
て
こ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。〈
今
回
は
、
サ
ッ
と
で
す
。〉�

（
Ｍ
さ
ん
）

■「
ア
ス
パ
ラ
銀
造
さ
ん
」
、
初
め
て
お
目
に
か

か
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
か
わ
い
い
。
グ
ッ
ズ
が

欲
し
く
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
西
条
柿
の
案
内
が

届
き
ま
し
た
。
都
会
の
方
に
は
珍
し
い
形
ら
し
く
、

そ
の
お
味
と
共
に
び
っ
く
り
し
て
、
と
て
も
喜
ん

で
く
だ
さ
い
ま
す
。�

（
Ｆ
さ
ん
）

■
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
び
よ
り
９
月
号
に
掲
載
の
Ｊ
Ａ
コ

ラ
ム
の「
生
ご
み
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
」は
、
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
お
子
さ
ん
ま
で
協
力
さ
れ

る
と
は
、
す
ば
ら
し
い
！�

（
Ｓ
さ
ん
）

■
台
風
が
過
ぎ
た
ら
急
に
気
温
が
下
が
り
、
じ
っ

と
し
て
い
た
ら
半
袖
で
は
肌
寒
さ
を
感
じ
ま
し

た
。「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」は
、
本
当
で
す
ね
。

あ
の
暑
さ
が
嘘
の
よ
う
で
す
。
そ
し
て
秋
で
す
ね
。

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
お
お
だ
で
栗
を
購
入
し
、
栗
ご
飯

に
し
て
早
速
、
秋
を
味
わ
い
ま
し
た
。�（
Ｆ
さ
ん
）

９月22日　JAグリーンおおだ

華やかな生花作業所 いい匂いがする総菜コーナー バックヤードは、店舗の裏方です

　長久小学校の２年生児童28名と教員２名が、長久町のJAグ
リーンおおだを見学しました。これは、小学校の生活科学習の一
環として地元の職場を訪ねて話すことで、働く人の想いや工夫に
気づき、マナーやルールを学ぶことを目的とした職場訪問です。
　みんなで挨拶を行った後、和田謙一郎店長が店舗の業務内容や
就業体制等を説明しました。児童からは、一日の来店者数や仕事
の種類、お勧めの商品等多岐にわたる質問があり、和田店長は、児童に理解しやすい表現を選びながら、丁
寧に答えました。
　続いて、店舗のバックヤードや生花の作業所、肥料置き場等の普段は見られない場所を見学。児童は、生
花に囲まれた華やかな作業所に入ると、とても楽しそうな顔をしていました。
　最後は、売り場や総菜コーナーを見学。児童は「農薬って何？」、「肥料って何するもの？」と素朴な質

問を投げかけ、店長が言葉に窮する場面もありました。

９月28日　三瓶発電所

　川合小学校と池田小学校の４年生児童16名と教員４名が、三瓶町池田地区の三瓶発電所を見学しました。
三瓶発電所は、令和２年９月にリニューアルし、運転を再開した出力199kw/hの小水力発電所で、両小学校
合同の地域学習の一環として見学に訪れました。
　当日は、JAの担当職員が半世紀を超える三瓶発電所の歴史や自然と向き合いながら水力でどのように発電
しているかを実物と資料で説明しました。また、2kmに及ぶ山中の導水路の様子は動画で紹介。川の取水口
や水路で見られる生き物、水路に侵入し大きくなった植物の根の様子を説明。９月３日に受けた落雷による
被害の様子は、焼き付いた回路やモーターを見せて説明しました。
　児童は「発電のすごい音は、機械が頑張っている音なんだな」「遠い場所から引いた水で電気を作ってい
るのが分かった」「よく頑張って発電所を作ったな」など感想を話しました。

水車・発電機を前に説明を聞く児童 年に数日しか出現しない静間川上流の
エメラルドグリーンの水面を見る児童

発電所竣工記念の自分の手形プレートに
2年ぶりに手を合わせる池田小学校児童

きゅう

■
鹿
児
島
全
共
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
第
４
区

に
出
場
の
３
頭
の
出
品
者
は
、
か
つ
て
私
が
小
学

校
で
担
任
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
人
た
ち
で
、
嬉

し
さ
も
ひ
と
し
お
。
心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

�

（
Ｓ
さ
ん
）

■
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
び
よ
り
９
月
号「
輝
け
☆
島
根
の

畜
産
」記
事
で
、
若
い
女
性
が
牛
飼
い
を
さ
れ
て

お
り
、
感
激
し
ま
し
た
。〝
す
ご
い
！
〟い
つ
ま
で

も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。�

（
Ｋ
さ
ん
）
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９月22日　JAグリーンおおだ

華やかな生花作業所 いい匂いがする総菜コーナー バックヤードは、店舗の裏方です

　長久小学校の２年生児童28名と教員２名が、長久町のJAグ
リーンおおだを見学しました。これは、小学校の生活科学習の一
環として地元の職場を訪ねて話すことで、働く人の想いや工夫に
気づき、マナーやルールを学ぶことを目的とした職場訪問です。
　みんなで挨拶を行った後、和田謙一郎店長が店舗の業務内容や
就業体制等を説明しました。児童からは、一日の来店者数や仕事
の種類、お勧めの商品等多岐にわたる質問があり、和田店長は、児童に理解しやすい表現を選びながら、丁
寧に答えました。
　続いて、店舗のバックヤードや生花の作業所、肥料置き場等の普段は見られない場所を見学。児童は、生
花に囲まれた華やかな作業所に入ると、とても楽しそうな顔をしていました。
　最後は、売り場や総菜コーナーを見学。児童は「農薬って何？」、「肥料って何するもの？」と素朴な質

問を投げかけ、店長が言葉に窮する場面もありました。

９月28日　三瓶発電所

　川合小学校と池田小学校の４年生児童16名と教員４名が、三瓶町池田地区の三瓶発電所を見学しました。
三瓶発電所は、令和２年９月にリニューアルし、運転を再開した出力199kw/hの小水力発電所で、両小学校
合同の地域学習の一環として見学に訪れました。
　当日は、JAの担当職員が半世紀を超える三瓶発電所の歴史や自然と向き合いながら水力でどのように発電
しているかを実物と資料で説明しました。また、2kmに及ぶ山中の導水路の様子は動画で紹介。川の取水口
や水路で見られる生き物、水路に侵入し大きくなった植物の根の様子を説明。９月３日に受けた落雷による
被害の様子は、焼き付いた回路やモーターを見せて説明しました。
　児童は「発電のすごい音は、機械が頑張っている音なんだな」「遠い場所から引いた水で電気を作ってい
るのが分かった」「よく頑張って発電所を作ったな」など感想を話しました。

水車・発電機を前に説明を聞く児童 年に数日しか出現しない静間川上流の
エメラルドグリーンの水面を見る児童

発電所竣工記念の自分の手形プレートに
2年ぶりに手を合わせる池田小学校児童

きゅう
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■お問い合わせ■　JA 農産課　☎ 0854-82-1014

令和４年度ポン菓子加工販売

お
米
を
お
い
し
く
楽
し
も
う

　JA石見銀山青年連盟では、以下のとおりポン菓子の予約販売を行います。
懐かしい味をご賞味ください。
１．受付期間：�令和４年10月19日(水)~10月28日(金)〈土日を除く〉　８：30~17：00
２．予約方法：��受付期間内にJA営農センター（大田町大田イ651-１）にお越しください。�

加工予約の方は、その際にお米をお持ちください。�
�なお、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、予約時に受取可能時間を確認し、引換券を
お渡しいたします。

３．受け渡し：�日時…11月５日(土)　９：00～17：00�
場所…大沢倉庫（JA営農センター裏）　大田町大田イ651-１�
（１）予約時にお渡ししました引換券をお持ちください。�
（２）料金は、受け渡しの際に下表に基づきお支払いいただきます。�
　  （できるだけお釣りの要らないようにご協力をお願いいたします。）�
※受取日に取りに来られない場合はお預かりし、後日に営農センターで受け渡しいたします。

４．料　　金
加　　工 販　　売

規　格 料　金 規　格 料　金
１升 800円 １升 1,400円
５合 500円 ５合 800円
その他（大豆など） 800円
砂糖無し 100円引き
５．そ の 他：�マカロニのみでの加工はできません。お米と混ぜて、お米４(1.2kg)：マカロニ１(0.3kg)の割合

で１升(約1.5kg)単位にしてください。

電
気
炊
飯
器
で
簡
単
に
お
い
し
く
炊
飯
で
き
る
こ
つ

　

今
回
は
消
費
者
が
知
り
た
い
お
米
情
報

の
中
で
圧
倒
的
に
関
心
が
高
い「
簡
単
に

お
い
し
く
炊
飯
で
き
る
こ
つ
」に
つ
い
て

で
す
。

　

電
気
炊
飯
器
は
ス
イ
ッ
チ
を
押
せ
ば
後

は
全
自
動
で
す
の
で
、
炊
飯
の
こ
つ
は
人

の
手
が
加
わ
る
場
面
に
限
ら
れ
ま
す
。
①

洗
米
②
浸
漬
③
ほ
ぐ
し
、
の
三
つ
で
す
。

①
洗
米
…
…
お
米
は
優
し
く
洗
い
ま
す
。

米
粒
の
割
れ
を
防
げ
ま
す
し
、
何
よ
り
も

お
米
の
味
を
損
な
い
ま
せ
ん
。
実
は
白

米
の
部
分
と
ぬ
か
層
の
間
に
は「
亜あ

糊こ

粉ふ
ん

層そ
う

」と
い
う
層
が
あ
り
、
う
ま
味
成
分
が

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
を
残
す
の

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

②
浸
漬
…
…
電
気
炊
飯
器
の
取
り
扱
い
説

明
書
に「
浸
漬
は
不
要
で
す
」と
書
か
れ

て
い
ま
す
が
、
浸
漬
自
体
が
不
要
な
の
で

は
な
く
、
電
気
炊
飯
器
で
は
浸
漬
時
間
も

含
め
て「
炊
飯
」と
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
浸
漬
の
目
的
は
二
つ
で
す
。

一
つ
は
熱
を
十
分
に
米
粒
に
伝
え
る
た
め
。

水
を
介
し
て
中
ま
で
し
っ
か
り
熱
が
伝
わ

り
、
で
ん
ぷ
ん
が
ア
ル
フ
ァ
化（
軟
ら
か

く
な
る
こ
と
）さ
れ
る
の
で
す
。
も
う
一

つ
は
で
ん
ぷ
ん
を
糖
化
さ
せ
る
酵
素「
ア

ミ
ラ
ー
ゼ
」を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
で
す
。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
の
大
前
提
と
な
る
の
が

冷
た
い
水
を
使
う
こ
と
で
す
。
実
は
冷
水

に
長
時
間
漬
け
た
方
が
、
水
が
よ
り
深
く

米
粒
の
中
ま
で
浸
透
し
ま
す
。
温
水
の
方

が
早
く
浸
透
し
ま
す
が
、
よ
り
深
く
と
な

る
と
冷
水
の
方
が
勝
る
の
で
す
。

　

ア
ミ
ラ
ー
ゼ
は
水
温
が
40
～
60
度
く
ら

い
で
最
も
活
性
化
さ
れ
ま
す
。
炊
飯
時
に

こ
の
時
間
帯
を
長
く
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
そ
の
た
め
冷
水
か
ら
炊
飯
を
始
め

た
方
が
良
い
の
で
す
。

　

な
お
、
浸
漬
し
た
場
合
は
炊
飯
モ
ー
ド

が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
取
り

扱
い
説
明
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

③
ほ
ぐ
し
…
…
冷
気
を
ご
飯
粒
に
当
て
表

面
を
パ
リ
ッ
と
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

ほ
ぐ
さ
な
い
と
食
感
が
悪
く
な
り
ま
す
。

こ
の
工
程
で
は
ご
飯
粒
を
つ
ぶ
さ
な
い
よ

う
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
ほ
ん
の
ち
ょ
っ

と
の
手
間
で
お
米
は
さ
ら
に
お
い
し
く
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
試
し
て
く
だ
さ
い
。

五
ツ
星
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
●
小
池
理
雄

20

石見銀山地区本部版



丹波職員の
独り言

丹波職員の
独り言

みんなの直売市情報

11月の特売日
JAグリーンおおだ
すいせんの里

石見銀山地区本部管内 ９月子牛市場ランキング  ベスト 5（本人取り除く）

９月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

【ヌキ】 【メス】

▶
毎
日
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

メ
ス
最
高

大
国
町長

見　

茂
幸 

さ
ん

令
和
４
年
9
月
14
日

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢

メス
管内 18 778,800 182,600 456,500 -74,690 -165,629 262 270
中央 96 833,800 173,800 529,661 -17,228 -125,815 274 280
県 149 959,200 173,800 509,551 -37,338 -122,148 272 280

ヌキ
管内 27 755,700 330,000 558,841 -19,148 -140,979 293 267
中央 121 927,300 121,000 603,064 6 -131,087 297 271
県 187 927,300 110,000 598,412 -4,646 -150,678 296 274

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 富山 白石　健治 313 279 若百合 諒太郎 安福久 勝忠平

2 志学 高田　雅晴 318 272 若百合 安福久 第1花国 平茂勝

3 志学 西谷　悟郎 317 279 久茂福 勝忠平 紋次郎 第7糸桜

4 山口 大国　裕紀 331 286 知恵久 美穂国 忠富士 安平

5 水上 ㈱大田原農場 298 244 金太郎3 美国桜 百合茂 第1花国

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 大国 長見　茂幸 313 253 諒太郎 幸紀雄 美津照重 安福久

2 水上 ㈱大田原農場 284 272 福之姫 安福久 平茂勝 安福(岐阜)

3 水上 ㈱大田原農場 291 278 若百合 美国桜 安福久 勝忠平

4 富山 白石　　祐 301 281 関平照 美国桜 隆之国 勝忠平

5 井田 坂本　寿和 312 279 久茂福 百合茂 安福久 勝忠平

▶
飼
料
高
騰
の
状
況
で
す
が
、
頑
張
っ
て

牛
を
飼
い
続
け
ま
す
。

ヌ
キ
最
高

富
山
町白

石　

健
治 

さ
ん

２店舗合同セール
ポイント５倍デー

毎月 ５日、15日、25日（５のつく日）
たまご半額の日

毎月 10日、20日、30日（０のつく日）

JAグリ－ンおおだ、すいせんの里、生産販売課
※このコーナーは、石見銀山産直出荷者協議会の情報コーナーです。

9月の売上ベスト10 （数量ベース）※苗物・海産物を除く

きゅうり・しびき・菊・オクラ・
ピ ー マ ン・ い ち じ く・ 長 ナ ス・
中長ナス・栗・芋づる

し び き・ ト マ ト・ き ゅ う り・
みょうが・栗・ピーマン・中長ナス・
さかき・モロッコ豆・長ナス

66,696点

4,921点

JAグリーン
おおだ

すいせんの
里

11月11㊎日 12㊏日・

初めまして。JAグリーンおおだでお花を担当しております丹波です。
秋の花と言えば、コスモス・ホトトギス・リンドウ。鉢花では、シクラメンも入荷
してきます。
夏の花と違って秋の花は、深みのある色が多くとても綺麗ですので、是非一度ご覧
になってください。
10月下旬頃からタマネギの苗も入荷します。そして、この時期の定番の石見銀山の
合わせ柿もたくさん入荷してきます。産直野菜もこの時期になると、種類も増えて彩
りの野菜がたくさん並んできます。この季節しか無いものもありますので、是非ご来
店いただきたいと思います。
職員一同、お待ちしています。
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銀
争
は
る
ば
る

銀
争
は
る
ば
る  

～
石
見
銀
山
戦
国
争
奪
絵
巻
～
⑯  

戦
国
時
代
の
信
頼
で
き
る
通
貨
は
、
銀
な
ど
と
交
換

し
て
輸
入
さ
れ
た
明み

ん（
中
国
）の
貨
幣
や
金
銀
そ
の
も

の
で
鋳ち

ゅ
う

造ぞ
う

さ
れ
た
銭
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
世
界
最
大

級
の
銀
鉱
山
で
あ
る
石
見
銀
山
の
権け

ん

益え
き

は
、
莫ば
く

大だ
い

な
も

の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
手
中
に
収
め
よ
う
と
大
内
、
小

笠
原
、
尼
子
、
毛
利
氏
と
い
っ
た
戦
国
大
名
が
争
奪
戦

を
繰
り
広
げ
て
い
る
が
、
現
場
の
鉱
山
運
営
は
、
商
人

と
金か

な

堀ほ
り

衆し
ゅ
う

と
呼
ば
れ
る
管
理
者
・
技
術
者
集
団
が
行
っ

て
お
り
、
山
吹
城
の
城
主
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、

支
配
者
の
交
代
に
相
当
す
る
だ
け
で
、
直
接
の
銀
山
運

営
集
団
は
変
わ
ら
な
い
。

博
多
の
豪
商
神
谷
家
の
名
代
で
石
見
銀
山
の
実
質
的

な
管
理
を
行
っ
て
い
た
の
は
、
生い

く

田た

家
と
服
部
家
で
、

生
田
家
が
発
掘
か
ら
精
錬
の
技
術
担
当
、
服
部
家
が
販

売
・
運
搬
も
含
め
た
経
営
管
理
担
当
で
あ
り
、
病や

ま
い

の
服

部
六
兵
衛
に
代
わ
っ
て
実
質
的
に
こ
れ
を
取
り
仕
切
っ

て
い
る
の
が
、
御お

内か

儀み

で
あ
る“
た
づ
”で
あ
っ
た
。

実
は
、２
年
前
に
山
吹
城
主
と
な
っ
た
本
城
常
光
が
、

最
も
苦
手
な
の
が
こ
の
御
内
儀
で
、
戦
と
勝
手
が
違
い

太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
さ
す
が
の
経
四
郎
も
経
久
か
ら

力
の
あ
る
鉱
山
運
営
者
の
攻
略
方
法
を
聞
い
た
こ
と
が

な
く
、
新
し
い
城
主
は
、
手
数
料
に
相
当
す
る
上
納
銀

交
渉
で
は
石
見
銀
山
の
事
情
を
隅
々
ま
で
知
っ
て
い
る

“
た
づ
”に
い
つ
も
言
い
負
か
さ
れ
て
、
攻
防
戦
で
言

え
ば
連
戦
連
敗
で
あ
っ
た
。

武
勇
に
秀
で
た
武
将
に
往
々
に
し
て
あ
る
口
下
手

が
、
こ
の
よ
う
な
交
渉
事
で
は
返
っ
て
災
い
と
な
る
典

型
的
な
例
で
、『
な
ら
ば
腕
に
物
を
言
わ
せ
て
』
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
特
殊
な
関
係
性
が
、
山
吹
城
主

と
石
見
銀
山
の
鉱
山
運
営
者
と
の
間
に
は
あ
っ
た
。

経
四
郎
も
石
垣
や
櫓や

ぐ
ら

を
築
い
て
、
町
並
み
か
ら
山
吹

城
が
威
厳
あ
る
も
の
に
見
え
る
よ
う
工
夫
し
た
り
し
た

が
、「
見
え
る
と
こ
ろ
ば
か
り
立
派
に
し
て
も
中
身
は

変
わ
り
ま
せ
ん
」
と“
た
づ
”
に
見
抜
か
れ
る
始
末
で

あ
る
。
常
光
と
経
四
郎
が
ど
う
し
た
も
の
か
頭
を
悩
ま

せ
て
い
る
と「
わ
た
く
し
が
話
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
か
」

と
常
光
の
正
室
御み

幸ゆ
き

の
方
の
出
番
と
な
っ
た
。

亡
き
尼
子
経
久
が
そ
こ
ま
で
読
ん
で
常
光
の
正
室
に

し
た
の
で
は
な
い
と
思
う
が
、
御
幸
の
方
と“
た
づ
”

は
な
ぜ
か
気
が
合
い
、上
納
銀
交
渉
は
前
進
し
始
め
た
。

特
に
出
費
が
か
さ
む
と
き
は
無
理
が
利
い
た
し
、
逆
に

御
幸
の
方
が“
た
づ
”に
頼
ま
れ
た
こ
と
は
、
経
四
郎

が
対
処
し
た
。
そ
の
中
に
、
鉱
山
従
事
者
の
健
康
問
題

が
あ
っ
た
。
出
雲
の
尼
子
方
か
ら
届
く
城
兵
へ
の
食
料

の
一
部
を
提
供
し
て
食
事
の
改
善
を
図
り
、
京
か
ら
は

薬く
す

師し
（
医
師
）を
招
い
て
全
て
の
人
々
を
診み

立た

て
の
対

象
と
し
た
。
山
吹
城
と
石
見
銀
山
が
上
手
く
回
り
始
め

た
。さ

て
、
石
見
銀
山
に
は
、
戦
国
武
将
た
ち
が
守
る
べ

き
不ふ

文ぶ
ん

律り
つ

が
あ
っ
た
。
銀
山
の
坑
道
、
精
錬
施
設
、
住

居
等
の
銀
の
産
出
に
関
係
す
る
設
備
・
人
は
、
ど
ん
な

に
激
戦
と
な
っ
て
も
戦
闘
に
は
巻
き
込
ま
な
い
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
代
の
他
の
鉱
山
と
異
な
り
、

石
見
銀
山
は
戦
で
破
壊
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

結
局
、
戦
国
武
将
が
争
っ
た
の
は
、
言
わ
ば
産
出

銀
の
手
数
料
を
始
め
と
す
る
権
益
で
あ
り
、
戦
は
そ

の
手
数
料
の
徴
収
権
者
の
象
徴
で
あ
る
山
吹
城
の
争

奪
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
今
回
の
戦
も
絶
対
的
な
保

証
は
な
い
が
、
山
吹
城
東
側
は
基
本
的
に
戦
場
と
は

な
ら
な
い
。
そ
れ
を
考
え
る
と
毛
利
軍
が
石
見
城
を

最
初
に
少
数
の
軍
勢
で
押
さ
え
た
の
は
、
山
吹
城
か

ら
援
軍
を
出
さ
せ
て
守
り
の
力
を
削
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
た
策
と
見
て
、
経
四
郎
は
そ
の
誘
い
に
は
乗
ら

な
か
っ
た
。

〈
次
回
に
続
く
〉

銀山から見上げる
山吹城跡
町並みから見える
ように石垣を築き、
支配者の威圧感を
意識したという

※掲載の絵はイメージです。　※本物語はフィクションです。物語の内容、参考資料等については、広報誌JAしまねびより〈石見銀山地区本部版〉令和4年3月号に
　　　　　　　　　　　　　　　記載しており、JAしまねのホームページ（https://ja-shimane.jp/ginzan/koho/）にてご覧いただけます。
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年金無料相談

「JAふれあい祭」中止のお知らせ
　例年11月に開催しております「JAふれあい祭」につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大防
止の観点から、誠に勝手ながら開催を中止させていただくこととなりました。
　３年連続の中止となり、開催を楽しみにされていた方々には申し訳ございませんが、何卒ご理解の程、
よろしくお願い申し上げます。
　なお、JAグリーンおおだでは、11月11日（金）～12日（土）に「特売」を行います。
　皆様のお越しを心よりお待ちしております。

11月27日（日）JA大田北支店
☎0854-82-7333

外勤日（ふれあいの日）は

16日（水）・17日（木）・18日（金）
複雑な年金手続きのお手伝いをいた
します。どなたでもお気軽にご来店
ください。

※時間は９：00～ 14：00
※11月16日（水）： 三瓶店、
　高山店は休業いたします。

11月の

石見銀山地区本部版

＜材料（２人分）＞
　・レンコ鯛　２匹　　　・バター　20g	　　　　　 ・赤パプリカ　1/2個　　・黄パプリカ　1/2個
　・ピーマン　1/2個　　・シソの葉　４～５枚　　・レモン　1/4個	 　　・塩コショウ　適量
＜作り方＞
　❶ ‌�3枚に下ろした皮付きのレンコ鯛２枚の切り身をそれぞれ縦半分の大きさに切る。
　❷ ‌�身の方（皮の裏側）に塩コショウを少々振って軽く味付けする。
　❸ ‌�熱したフライパンにバターを入れる。
　❹ ‌�バターが溶けたら、レンコ鯛の切り身を皮目から投入して中火で焼く。
　❺ ‌�レンコ鯛の皮目に焼き目が付いたら、ひっくり返す。
　❻ ‌�5㎜幅に切った赤・黄色のパプリカやピーマンをフライパンに投入し、レンコ鯛と一緒に焼く。
　❼ ‌�シソの葉などを添えた大皿に、焼けたレンコ鯛と野菜、レモン等を盛り付け、ポン酢などでいただく。

「レンコ鯛のムニエル」
今月の料理

提供：JAしまね石見銀山地区本部

　島根県立大学
　看護栄養学部健康栄養学科
　教授　今中 美栄 さん
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